
国内CO2削減ファンド 
「エナジーバンク」の 
設立と運用 
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出削減が

大きな課題となる中、わが国の民生・業務部門のエネル

ギー消費は増加の一途をたどり、CO2の排出量も年々増

え続けています。 

　こうした中で日本政策投資銀行（DBJ）と（株）日本ス

マートエナジーは、CO2排出削減設備導入を目的とする

国内初のファンド「エナジーバンク」を共同で設立し、エナ

ジーバンクは大阪ガス（株）とファンド運営に関して合意

しました。 

　DBJは環境分野で過去40年間に約3兆円の投融資を

実施、大阪ガスは省エネ設備をお客さまに提案し、お客

さま先での環境負荷の低減を積極的に進めてきました。

日本スマートエナジーは、企業のCO2削減努力を評価する

ことを通して企業の環境貢献活動を支援してきました。 

　エナジーバンクは、この3社のノウハウを最大限に活用し、

環境にやさしい天然ガスを利用した省エネおよびCO2

排出削減に寄与する設備等への投資を進めることで、民生・

業務部門等のCO2排出削減を目指します。 

　具体的には、お客さまが省エネ設備を導入される場合、

エナジーバンクが導入対象設備の省エネ性を検討のうえ、

DBJの環境関連制度融資を受けて設備を調達し、同設

備を利用したエネルギーサービス（注1）を大阪ガスに委託。

大阪ガスはお客さまとサービス契約を締結し、同設備の設

置、維持管理、エネルギー使用量の測定を行います。また、

CO2排出削減効果の検証は、日本スマートエナジー等が

有する評価ノウハウを活用します。 

　エナジーバンクの設立と運用により、省エネ設備の導

入を見合わせていた企業もDBJの資金を活用でき、また

自ら設備を所有する必要がないため、導入促進に弾みが

つきCO2排出量削減を進めることが可能になります。 

〒100-0004  東京都千代田区大手町1-9-1 
TEL.（03）3270-3211　 
インターネットアドレス http://www.dbj.go.jp

●設　立 平成11年10月1日 
●資本金   １兆2,722億円 （2007年3月末） 
●総　裁 小村　武 
●業　務 1. 長期資金の供給等（出融資、債務保証等） 
 2. プロジェクト支援 
 3. 情報発信 
 

●貸付金残高 12兆1,974億円 （2007年3月末） 
●職員数 1,347名 （2007年度） 
●国内ネットワーク 本店：東京／10支店：北海道（札幌）、東北（仙台）、新潟、北陸（金沢）、東海（名古屋）、 
 関西（大阪）、中国（広島）、四国（高松）、九州（福岡）、南九州（鹿児島）／ 
 8事務所：函館、釧路、青森、富山、松江、岡山、松山、大分 
●海外ネットワーク 6海外駐在員事務所：ワシントン、ニューヨーク、ロンドン、フランクフルト、ロサンゼルス、 
 シンガポール 

日本政策投資銀行プロフィール 

（注1）事業者がお客さま先に省エネ設備を持ち込み、必要な熱・電力等を供給。事業者はその対価として、熱・電力等の使用量に応じたサービス料金をお客さまから受け取ります。お客さまは
初期投資なしで省エネ設備を導入できます。大阪ガスではこのエネルギーサービスを平成13年から開始し、今年３月末現在で民生・業務部門を中心に672件の成約実績があります。 
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「自然、地域との共生」
歴史的な経済成長を遂げた日本では、この半世紀の間に自然環境の破壊

と地域社会の衰退が進んだ。21世紀の日本には、経済一辺倒ではなく、自

然や地域との共生を前提としたバランスのとれた発展が不可欠だ。そうした

中で今回の『DBJournal』では、環境問題への取り組みや地域への貢献を

通して活性化を図ろうとする企業にスポットを当てる。

〈DBJ SPECIAL 1〉では、自然の恵みである木材資源を活かして、地域の未

来を切り開こうとする中国地方の2社の事例を紹介する。地域のバイオマス

（生物資源）タウン構想を主導する岡山県の集成材メーカー、そして、日本の

家具工業の草分けとしての独自技術を活かし、地域経済に貢献する広島県

の老舗家具メーカーだ。

〈DBJ SPECIAL 2〉では、95年の阪神・淡路大震災で最大の被災地とな

った神戸市長田区で、地域社会との共生をめざして活動するゴムベルトメー

カーのトップに、その経営思想について聞いた。そこには、企業市民としてま

ちの人 と々交流することが真の震災復興につながると同時に、まちづくりへの

参加を通して他者を思う心を育てることが、いいものづくりには不可欠という

強い信念があった。

DBJは、自然や地域との共生をめざす企業の取り組みを新しい価値創造

の営みと捉え 、これに共感し、創造的な金融活動による支援を行っている。
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「緑の世紀」ともいえる21世紀。企業は、その属する地域とともに、自然と真剣に向き合うこと

が求められている。本号では、森の恵みである「木」と徹底的に向き合い、高い技術とこだわ

りのある取り組みを活かし、地域が目指す将来像の実現に奔走する２つの企業を紹介する。

１つは、構造用集成材の製造・販売で国内トップクラスの銘建工業株式会社（岡山県真庭

市）。同社が取り組むバイオマス（生物資源）発電は、行政も巻き込んで、バイオマスタウンの

先進市構想を生む原動力となった。もう１社は、「地球にやさしい家具作り」を掲げ、世代を超

えて使い続けられる高級家具の製造・販売に取り組む株式会社マルニ木工（広島県広島市）。

一度は経営危機に直面しながら、地域の支援に支えられて、今着実に再生しつつある。地域

に根付く「木」への強い思いを原動力に、自然と共生し、地域活性化を実現しようとする２つ

の事例に学ぶことは多いはずだ。

自然と向き合う企業の取り組み
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ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
期
に
あ
わ
せ
て
発
電
機
を

導
入
し
た
。

「
こ
の
と
き
の
発
電
量
は
出
力
1
7
5
k
W

/
h
と
小
規
模
で
し
た
が
、
木
材
乾
燥
に
は

24
時
間
運
転
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
費
用

対
効
果
は
抜
群
で
、
発
電
分
の
設
備
投
資
額

は
1
年
ほ
ど
で
回
収
出
来
た
」（
中
島
氏
）
と

い
う
。

10
億
円
の
設
備
投
資
を
決
断

92
年
に
代
表
取
締
役
専
務
に
就
任
し
た
中

島
氏
は
、
自
家
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に

活
か
す
べ
く
97
年
に
本
格
的
な
発
電
設
備
の

導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
中
島
氏
を
動
か
し
た

の
は
事
業
環
境
の
変
化
だ
。
93
年
以
降
、
欧

州
か
ら
乾
燥
木
材
の
大
量
輸
入
が
可
能
に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
集
成
材
の
生
産
量
は
急

増
し
た
が
、
乾
燥
作
業
の
必
要
性
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

当
然
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
も
不
要
に
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
が
、
在
る
も
の
は
す
べ
て
使
え
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在
る
も
の
は
す
べ
て
活
か
す

岡
山
県
の
北
部
。
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
真
庭
市
は
今
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
（
注
1
）
の
先
進
市
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
周
辺
地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
活

か
し
て
90
年
代
後
半
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
に
取
り
組
み
、
発
電
事
業
や
製
品

開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
だ
。
主
導
す
る

の
は
地
域
の
民
間
企
業
。
そ
の
う
ち
の
１
社

が
銘
建
工
業
（
株
）
だ
。

「
目
の
前
に
燃
料
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
使
わ

な
け
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
と
自
家
発
電
を
始

め
た
の
は
84
年
。
当
時
は
ま
だ
、
バ
イ
オ
マ

ス
と
い
う
言
葉
も
、
地
球
環
境
の
視
点
も
な

か
っ
た
」
と
語
る
の
は
社
長
の
中
島
浩
一
郎

氏
だ
。

同
社
で
は
70
年
か
ら
、
木
材
加
工
に
不
可

欠
な
乾
燥
用
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源
と
し
て
、
製

造
過
程
で
出
る
樹
皮
や
カ
ン
ナ
屑
な
ど
を
使

っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
中
島
氏
は
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
製
材
所
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
廃
木
材
を
燃
料
に
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
発
電
し
て
い
る
光
景
を
見
た
。

こ
れ
な
ら
自
分
た
ち
に
も
出
来
る
と
考
え
た

中
島
氏
は
、
帰
国
す
る
と
早
速
、
当
時
社
長

だ
っ
た
父
の
道
夫
氏
に
自
家
発
電
設
備
の
導

入
を
提
案
し
た
。

在
る
も
の
は
余
す
こ
と
な
く
活
か
せ
と
い

う
「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
を
子
供
た
ち
に

教
え
て
き
た
道
夫
氏
だ
け
に
異
論
が
あ
る
は

ず
も
な
い
。
す
ぐ
に
賛
同
を
得
る
と
、
乾
燥

と
い
う
の
が
先
代
か
ら
の
教
え
だ
。
な
ら
ば
、

ボ
イ
ラ
ー
も
廃
木
材
も
活
か
し
て
工
場
で
使

う
電
力
を
全
面
的
に
自
家
発
電
で
賄
う
こ
と

に
し
よ
う
―
―

中
島
氏
が
決
断
す
る
の
に

時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
事
は
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
の
計
画
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ

る
地
元
金
融
機
関
か
ら
の
猛
反
対
に
合
っ
た

の
だ
。
所
要
投
資
額
は
約
10
億
円
。
当
時
の

年
商
約
70
億
円
か
ら
考
え
る
と
、
た
し
か
に

過
剰
投
資
だ
。
し
か
も
、
予
想
発
電
量
は
最

大
４
千
万
円
分
と
費
用
対
効
果
が
悪
す
ぎ

る
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
れ
ば
、
す
ん
な
り

と
融
資
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
っ
た
。

証
明
さ
れ
た
先
進
性
と
経
済
性

だ
が
、
中
島
氏
は
ま
っ
た
く
ひ
る
ま
な
い
。

「
蒸
気
を
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
イ
ヤ
で
し
た

し
、
廃
木
材
を
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
す
れ
ば
コ

ス
ト
も
莫
大
に
な
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
頃
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
よ
う
や
く
語
ら
れ
始

め
た
時
期
で
、
21
世
紀
の
会
社
は
ゴ
ミ
を
出

す
よ
う
で
は
生
き
残
れ
な
い
と
、
何
と
か
銀

行
に
も
融
資
し
て
も
ら
い
実
現
に
こ
ぎ
着
け

ま
し
た
」（
中
島
氏
）

設
備
が
完
成
し
た
年
の
決
算
は
さ
す
が
に

赤
字
と
な
り
、
中
島
氏
に
と
っ
て
は
「
入
社
以

来
最
悪
の
年
に
な
り
、
非
常
に
苦
労
し
た
」
と

い
う
が
、
や
が
て
業
績
も
回
復
、
そ
の
英
断
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
、
同
社
で
は
１
９
５
０
k
W
/
h
の

中島 浩一郎氏
銘建工業株式会社　代表取締役社長

木質バイオマス事業化で
持続可能な地域開発へ

メイン製品の集成材（写真上・左）。

発電制御室（写真上・中）。発電

用ボイラー。この熱で毎時20トン

の水を蒸気に変え、タービンを回

して発電する（写真右）。発電機

（写真下）。

――岡山県真庭市・銘建工業の取り組み――
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バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
い
、
自
社
の
必
要
電

力
の
ほ
ぼ
全
量
を
賄
っ
て
い
る
ほ
か
、
03
年

４
月
か
ら
は
R
P
S
法
（
注
2
）
に
基
づ
く
余

剰
電
力
の
売
電
を
開
始
。
さ
ら
に
、
06
年
４

月
か
ら
は
、
温
暖
化
ガ
ス
排
出
権
の
仲
介
業

者
経
由
の
販
売
と
す
る
こ
と
で
販
売
先
の
多

様
化
に
も
取
り
組
み
始
め
た
（
注
3
）。

そ
う
し
た
実
績
の
先
進
性
は
、
05
年
愛
知

万
博
で
「
愛
・
地
球
賞
―
持
続
可
能
な
未
来

を
つ
く
る
1
0
0
の
環
境
技
術
―
」
に
選
ば

れ
た
こ
と
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
電
力
の
売
電
、

電
力
の
卸
売
取
引
と
も
日
本
第
１
号
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
経
済

効
果
も
大
き
く
、
自
社
の
使
用
電
力
、
売

電
、
卸
売
取
引
分
等
を
あ
わ
せ
る
と
年
間
約

１
億
５
千
万
円
の
「
収
入
」
に
な
る
と
い
う
。

英
断
の
裏
に
あ
っ
た

私
塾
活
動

実
は
、
こ
の
と
き
の
中
島
氏
の
英
断
に
は
、

も
う
１
つ
の
理
由
が
あ
る
。
中
島
氏
と
同
世

代
の
経
営
者
が
、
地
域
の
将
来
を
考
え
よ
う

と
93
年
に
立
ち
上
げ
た
勉
強
会
組
織
「
21
世

紀
の
真
庭
塾
」
の
活
動
だ
。

「
普
段
、
勉
強
し
な
い
人
間
ば
か
り
な
の

で
、
1
年
間
の
期
限
で
始
め
た
」
と
中
島
氏

は
お
ど
け
る
が
、
専
門
家
も
招
い
て
熱
心
な

議
論
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
成
果
を

次
に
活
か
そ
う
と
「
街
並
み
再
生
」
と
「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
２
つ
の
部
会
を
設
け

て
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
会
に

参
加
す
る
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
木
質
系
廃
棄

物
の
利
活
用
に
取
り
組
み
、
成
果
を
出
し
て

い
っ
た
の
だ
。
地
域
内
で
資
源
循
環
の
仕
組

み
を
実
現
す
る
こ
と
か
ら
将
来
が
拓
け
る
。

真
庭
塾
の
活
動
を
続
け
る
中
か
ら
そ
ん
な
確

信
を
得
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
英
断
だ
っ

た
と
い
え
る
の
だ
。

新
会
社
設
立
で
事
業
化
促
進

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
も
始
ま
っ
た
。
本
業
の
拡
大
に
伴
っ
て
工

場
か
ら
出
る
廃
木
材
の
量
が
増
え
続
け
、
発

電
用
途
だ
け
で
は
消
費
し
き
れ
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
04
年
４
月
か
ら
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
製
造
を
始
め
た
の
だ
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
お
が
屑
や
カ
ン
ナ
屑

を
圧
縮
成
型
し
た
固
形
燃
料
で
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
や
工
場
用
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。
日
本
で
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
が
、

欧
州
で
は
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
広
く

普
及
し
て
い
る
。
輸
送
や
貯
蔵
、
自
動
供
給

も
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
中
で
も
期
待
度
が
高
い

商
品
だ
。

「
今
は
、
東
北
や
長
野
県
の
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
大
規
模
施
設
の
暖
房
用
と
し
て
出
荷
し

て
い
る
ほ
か
、
昨
年
は
韓
国
へ
の
輸
出
も
始

め
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
も
、
農
業
用
ハ
ウ

ス
栽
培
の
暖
房
熱
源
は
重
油
が
大
半
な
の

で
、
ペ
レ
ッ
ト
に
切
り
替
え
て
も
ら
お
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
燃
焼
設
備

が
高
価
で
普
及
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

点
が
課
題
で
す
」（
中
島
氏
）

地
域
内
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
促

進
を
図
ろ
う
と
、
04
年
９
月
に
は
真
庭
塾
メ

ン
バ
ー
な
ど
の
出
資
で
２
つ
の
新
会
社
も
設

立
し
た
。
ペ
レ
ッ
ト
販
売
を
行
う
「
真
庭
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
、
木
質
マ
テ
リ
ア
ル

に
関
す
る
商
品
開
発
な
ど
を
行
う
「
真
庭
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
」
だ
。

「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
の
一
部
を
地
域
に
在
る
も
の
で
回
し
て

い
く
こ
と
。
た
だ
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
出
来
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
会
社
を
作

る
こ
と
で
地
域
の
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

今
後
、
ペ
レ
ッ
ト
販
売
や
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
」
と
、
中
島
氏
は
２

社
の
事
業
展
開
に
期
待
を
込
め
る
。

森
林
・
林
業
再
生
に
も

取
り
組
む

民
間
主
導
で
進
む
真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
。
そ
の
動
き
は
行
政
も
巻
き
込
む
形

木質ペレットの製品2種と原料のおが屑・かんな屑（写真左）。原料が高圧プレスで圧縮成型されてペレットとなる（写真中）。ペレットの製造設備（写真右）。

で
加
速
し
て
い
る
。
06
年
４
月
、
真
庭
市
は

県
内
で
は
初
、
中
国
地
方
で
2
件
目
の
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
し
て
国
の
認
定
を
受
け
た
。

12
月
か
ら
は
日
本
初
の
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア

ー
も
始
ま
っ
た
。
銘
建
工
業
を
始
め
、
三
井

造
船
の
木
質
エ
タ
ノ
ー
ル
実
験
プ
ラ
ン
ト
な

ど
地
域
内
で
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
積
極
的

な
企
業
を
め
ぐ
る
産
業
観
光
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

だ
。
各
企
業
へ
の
視
察
者
が
年
間
数
千
人
を

数
え
る
中
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
観
光
資
源
と
し
て

活
か
そ
う
と
市
が
音
頭
を
と
っ
て
企
画
し
た
。

「
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
地

域
の
小
中
高
生
も
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ん
で
く
れ
る
。
地
域
へ

の
意
識
づ
け
と
し
て
少
し
は
前
に
進
ん
だ
の

か
な
と
思
い
ま
す
」
と
中
島
氏
は
嬉
し
そ
う

に
語
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
森
林
・
林
業

再
生
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
活
用
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
銘
建
工
業
は
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
に

向
け
た
林
野
庁
の
事
業
に
参
加
、
熊
本
県
球

磨
郡
と
高
知
県
長
岡
郡
に
製
材
工
場
を
建
設

し
操
業
予
定
で
、
廃
木
材
は
バ
イ
オ
マ
ス
と

し
て
活
用
す
る
。

「
山
か
ら
出
て
き
た
も
の
を
使
い
切
っ
て
、

お
客
様
に
良
い
も
の
を
届
け
る
。
山
と
消
費

者
の
間
に
立
つ
製
材
業
者
と
し
て
出
来
る
こ

と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
」
と
、
中

島
氏
は
意
欲
を
燃
や
す
。
そ
の
上
で
、「
木
材

加
工
は
木
だ
け
販
売
し
て
い
て
は
成
り
立
た

な
い
。
木
の
廃
材
を
ゴ
ミ
で
は
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
事
業
の
中
に
組
み
込
む
仕
組
み

を
作
ら
な
い
と
前
進
し
な
い
」
と
、
真
庭
の

成
果
を
他
の
地
域
で
も
活
か
す
つ
も
り
だ
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
ら
れ
る
そ

の
情
熱
は
強
ま
る
一
方
だ
。

欧米ではエネルギーと地域の関係は強い。林業・製材業は産業とし

て十分に自立しており、その副産品であるチップなどには流通市場も

あり、価格も魅力的な水準になっている。

特に欧州は排出権の市場が整備されたこともあって、木質バイオマ

スの価値は高まっている。北欧・ドイツなどでは暖房需要が旺盛で、熱

供給用のインフラが整っており、暖炉やペレットストーブも普及してい

る。バイオマス発電も風力・太陽光発電と同様、電力会社の買取価格

が高く設定されている場合が多く、魅力的な事業となっている。

米国では欧州ほどではないものの、再生可能エネルギーへの評価が

高まっており、カリフォルニア州を筆頭に手厚い支援を導入する州も出

ている。停電対策（米国は電力供給に対する信頼性が低く、停電の影

響が大きい）、需要密度が極端に小さい地域への供給、太陽光発電の

効率的な確保などを目的に、地域完結型インフラであるマイクログリッ

ド（地域で完結する小規模な電線網）を整備する動きがある。

日本でも地域再生を地域資源に頼らざるを得ないとの機運の高ま

りや、地球温暖化対策などの観点から地元産エネルギーを利用した地

域振興の動きが活発になっている。民間企業や自治体が主導するケー

スが多いが、中には山形県飯豊町中津川郷のバイオマス事業構想（注）

のように、日本の山村再生のモデルとなるようなケースもある。

ローカルエネルギーに関しては、電力会社による再生可能エネルギー

買い取りや、インフラ整備、地域消費促進などを後押しする制度が整備

されてきた。残された課題は、コスト低減努力に加えて、地域消費（地消）

を促す規制緩和がまだ必ずしも明確でないことや、地元電力会社との

協調と相互理解であり、こうした点の改善が求められる。

日本政策投資銀行調査部審議役　山家公雄

再生可能エネルギー資源を活用した地域再生
――先行する欧米の動向と日本の課題――

（注）地域の広葉樹林の一部を活用し、地元消費用木質ペレットの生産を行う事業。30年で対象面積を一巡する計画的な活用によって、森林の価値は保持される。事業化を推
進するのは、地元の有志により準備会社として創設された（名）やまとである。

DBJ SPECIAL1
「木（もく）」が地域に息吹を吹き込む

（注1）バイオマスタウン
国（農林水産省）が推進する、バイオマスを有効
利用していこうとする地域指定地のこと。

（注2）RPS法
「Renewable Portfolio Standard法」の略。03
年4月１日に施行された、電気事業者による新エ
ネルギー等の利用に関する特別措置法で、電力
会社に一定比率（1.63%）の新エネルギーによる
電気の購入を義務づける法律。

（注3）

DBJは、同社の環境に配慮した経営および地域
への環境面における貢献度を評価して、環境格付
に基づく融資を実行した。

バイオマスタウンとして国の認定

を受けた真庭市。バイオマスを

観光資源として活かそうと、市が

音頭をとったバイオマスツアーも

昨年12月から始まった。
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遂
に
は
04
年
、
国
が
設
立
し
た
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
の
下
で
会
社
分
割
に
よ
る

再
建
の
方
針
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

主
力
商
品
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
系
家
具
を
扱
う

（
株
）
マ
ル
ニ
木
工
と
廉
価
品
を
扱
う
（
株
）

マ
ル
ニ
と
い
う
2
つ
の
企
業
に
事
業
が
承
継

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
再
建
策
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
具
市
況
の
更
な
る
悪
化
か
ら
状
況
は

好
転
し
な
か
っ
た
。
追
加
的
な
リ
ス
ト
ラ
を

行
っ
た
も
の
の
収
益
回
復
の
兆
し
は
見
ら
れ

ず
、
万
策
尽
き
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

地
域
型
再
生
フ
ァ
ン
ド
を

活
用
し
た
地
域
に
よ
る
再
生

こ
う
し
た
中
で
事
態
を
打
開
す
べ
く
動
い

た
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
だ
。

マ
ル
ニ
の
技
術
は
貴
重
な
地
域
資
産
で
あ

り
、
こ
れ
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。
地
域

の
老
舗
企
業
を
応
援
し
た
い
と
い
う
地
元
の

声
も
極
め
て
強
い
。
地
域
の
力
で
再
生
が
実

現
出
来
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
企
業
再
生
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
…
…
そ
ん
な
想
い
で

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
メ
イ
ン
銀
行
で
あ
る
（
株
）
広
島

銀
行
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
考
案
し
た
支
援
ス

キ
ー
ム
は
地
域
型
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
で

あ
っ
た
。

05
年
1
月
、
マ
ル
ニ
の
取
引
金
融
機
関
で

あ
る
（
株
）
広
島
銀
行
、（
株
）
も
み
じ
銀

行
、
広
島
信
用
金
庫
お
よ
び
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
4
行

は
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に

「
せ
と
み
ら
い
再
生
フ
ァ
ン
ド
（
フ
ァ
ン
ド
総

額
１
０
０
億
円
）」
を
設
立
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
事
業
性
が
あ
り
な
が
ら
過
剰
債
務
等

に
よ
り
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
中
堅
・
中

小
企
業
を
再
生
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
だ
。
フ
ァ
ン
ド
は
金
融
機
関
等
か

ら
再
生
対
象
企
業
向
け
債
権
を
買
い
取
り
、

財
務
リ
ス
ト
ラ
と
事
業
再
構
築
を
通
じ
て
当

該
企
業
の
再
生
を
支
援
す
る
。
フ
ァ
ン
ド
の

運
営
は
、
せ
と
み
ら
い
キ
ャ
ピ
タ
ル（
株
）（
注
1
）

が
行
い
、
対
象
企
業
の
再
生
支
援
に
つ
い
て

は
、
し
ま
な
み
債
権
回
収
（
株
）
が
協
力
す

る
（
図
参
照
）。

通
常
、
マ
ル
ニ
ほ
ど
の
知
名
度
や
技
術
力

の
あ
る
企
業
の
再
生
と
な
れ
ば
、
豊
富
な
資

金
力
を
持
つ
外
資
系
や
国
内
有
力
フ
ァ
ン
ド

が
名
乗
り
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広

島
と
い
う
同
一
地
域
の
複
数
の
地
元
金
融
機

関
が
協
調
し
、
外
部
の
専
門
家
お
よ
び
地
元

サ
ー
ビ
サ
ー
と
連
携
し
て
支
援
す
る
地
元
フ

ァ
ン
ド
を
使
う
プ
ラ
ン
に
決
め
た
。
マ
ル
ニ

の
会
社
規
模
で
は
全
国
で
も
前
例
が
無
く
、

関
係
者
は
皆
不
安
で
あ
っ
た
。

デ
オ
デ
オ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に

そ
し
て
、
皆
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
ス
ポ

ン
サ
ー
が
現
れ
た
。
広
島
を
本
拠
地
に
中
国

地
方
を
基
盤
と
す
る
家
電
量
販
店
の
（
株
）

デ
オ
デ
オ
だ
。
デ
オ
デ
オ
は
中
期
経
営
戦
略

の
中
で
、
家
電
商
品
か
ら
の
広
が
り
と
し
て

家
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
等
の
新
規
業
態
へ
の
取

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、

マ
ル
ニ
木
工
は
戦
略
上
有
益
な
存
在
と
判
断
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老
舗
企
業
が
経
営
危
機
に

広
島
市
に
本
社
を
置
く
（
株
）
マ
ル
ニ
木

工
は
、
１
９
２
８
年
創
業
の
老
舗
家
具
メ
ー

カ
ー
だ
。
高
い
木
工
加
工
技
術
を
活
か
し
て

「
地
中
海
シ
リ
ー
ズ
」
等
の
高
級
家
具
を
中

心
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
経
営
が
危

機
に
直
面
し
た
の
は
、
今
か
ら
数
年
前
。
創

業
後
の
歴
史
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
経
緯
を
追

っ
て
み
る
と
―
―
。

マ
ル
ニ
木
工
は
、
日
本
の
家
具
工
業
の
近

代
化
に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
当
時
と
し
て
は
難
易
度
の
高
い
「
木

の
曲
げ
技
術
」
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ま
で
手
工
業
の
域
を
出
な
か
っ
た
日
本
の

家
具
工
業
か
ら
脱
し
て
、「
工
芸
の
工
業
化
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
職
人
の
手
に
よ
ら
な
い
分

業
に
よ
る
家
具
の
工
業
生
産
」
を
目
指
し
た
。

以
後
、「
技
術
の
マ
ル
ニ
」
と
呼
ば
れ
る
高

い
木
工
技
術
を
活
か
し
て
成
長
を
続
け
、
戦

後
は
大
阪
、
東
京
、
福
岡
、
名
古
屋
等
へ
進

出
。
90
年
代
前
半
に
は
タ
イ
、
中
国
で
の
現

地
生
産
を
開
始
、
年
商
も
３
０
０
億
円
に
達

し
た
。

だ
が
、
90
年
代
後
半
か
ら
事
業
環
境
が
一

変
す
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
景
気
後
退
、

中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
廉
価
品
の
大
量

流
入
、
他
業
種
か
ら
の
市
場
参
入
と
い
っ
た

時
代
の
流
れ
に
適
応
出
来
ず
、
業
績
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
工
場
閉
鎖
や
低
価
格

品
の
生
産
も
行
っ
た
が
、
流
れ
を
変
え
る
に

は
至
ら
ず
、
年
商
も
１
０
０
億
円
前
後
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。

広島を本拠地とする家電量販店・デオデオ本店（写真左）。店内では、マルニの技術を活かした大型テレビ専用台が
セット販売されている（写真右）。

し
た
の
だ
。

06
年
4
月
、
デ
オ
デ
オ
は
マ
ル
ニ
木
工
支

援
を
正
式
に
表
明
。
せ
と
み
ら
い
キ
ャ
ピ
タ

ル
か
ら
マ
ル
ニ
木
工
株
式
の
一
部
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
代
表
取
締
役
の
派
遣
依
頼
を

快
諾
、
他
の
支
援
会
社
2
社
と
と
も
に
再
生

支
援
に
着
手
し
た
。
デ
オ
デ
オ
が
支
援
を
決

め
た
の
は
、
ま
さ
に
マ
ル
ニ
の
「
木
」
に
対

す
る
高
度
な
技
術
力
だ
っ
た
。

■ ファンドの概念図 

せとみらい再生ファンド  
営業者：せとみらいキャピタル（株） 

出資 

貸出債権の売却等 

派遣 

再生支援 

業務委託 

出資、人材、ノウハウ供与 

再生支援 

広 島 銀 行  もみじ銀 行  

もみじ銀 行  広島信用金庫 

しまなみ債権回収（株） 

広 島 銀 行  

広 島 信 用 金 庫  BNPパリバグループ 

債権売却金融機関 
（広銀、もみじ銀、広島信用金他） 

債 務 者  

ルネッサンスキャピタルグループ 

（注）せとみらい再生ファンドは、民法上の任意組合を形成します 
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新
社
長
の
下
、
再
建
始
ま
る

こ
う
し
て
デ
オ
デ
オ
か
ら
マ
ル
ニ
木
工
の
新

社
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
当
時
、
営

業
統
括
取
締
役
本
部
長
だ
っ
た
小
幡
教
氏
だ
。

突
然
の
派
遣
辞
令
に
小
幡
氏
は
、「
仕
事

人
生
は
家
電
業
界
で
終
わ
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
企
業
対
企
業

の
関
係
に
お
い
て
両
社
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感

じ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
受
諾
し
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
競
争
が
熾
烈
な
家
電

業
界
で
営
業
畑
一
筋
に
30
年
余
を
生
き
て
き

た
小
幡
氏
は
、
営
業
が
弱
い
と
さ
れ
る
マ
ル

ニ
木
工
に
と
っ
て
願
っ
て
も
な
い
リ
ー
ダ
ー

と
言
え
た
。

06
年
5
月
、
新
社
長
に
就
任
し
た
小
幡
氏

が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
社
員
と
の
対
話

だ
。「
長
い
間
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
置
か

れ
て
い
た
だ
け
に
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
が
心
配
で
し
た
。
狙
っ
た
の
は
、
一

至
上
命
題
は
ブ
ラ
ン
ド

再
構
築

市
場
規
模
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
家
具
業
界

で
生
き
残
り
競
争
の
激
化
は
必
至
。
再
生
の

至
上
命
題
は
マ
ル
ニ
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築

だ
。
小
幡
氏
は
、
3
つ
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の

強
化
を
通
じ
て
、
マ
ル
ニ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
系
で
は
既
存
の
百
貨
店
・
有

力
家
具
販
売
店
を
強
化
、
ネ
ク
ス
ト
マ
ル
ニ

（
注
2
）
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
め
た
新
し
い

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
、
さ
ら
に
エ
デ
ィ
オ
ン

（
注
3
）
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
た
販
売
。
こ
の
3
本

柱
に
加
え
て
、
現
在
、
全
国
４
ヶ
所
に
あ
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
拡
大
を
通
じ
、
よ
り
お
客
様

に
近
い
位
置
で
の
販
売
に
注
力
し
て
い
き
た
い
」

技
術
は
大
丈
夫
。
あ
と
は
営
業
力
の
強
化

だ
。「
こ
れ
ま
で
は
商
品
を
店
頭
に
並
べ
て
も

ら
う
こ
と
で
終
わ
っ
て
い
る
。
今
後
は
自
ら

販
促
策
を
提
案
し
た
り
、
小
売
店
と
一
緒
に

な
っ
て
売
り
方
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
ど

ん
な
い
い
モ
ノ
も
売
れ
ま
せ
ん
。

小
売
り
の
場
合
、
き
ち
ん
と
計
画
を
立
て

る
と
8
割
は
売
れ
る
。
あ
と
の
2
割
は
努
力

次
第
。
そ
う
い
う
計
画
の
立
て
方
と
実
行
の

仕
方
に
つ
い
て
の
教
育
を
今
、
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」

商
品
面
で
は
、
マ
ル
ニ
の
技
術
力
を
活
か

し
た
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
を
進
め
る
方

針
だ
。
今
年
2
月
に
は
主
力
商
品
の
地
中
海

シ
リ
ー
ズ
を
25
年
ぶ
り
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
、

新
シ
リ
ー
ズ
「
ル
・
ノ
ー
ブ
ル
」
の
販
売
を

緒
に
再
建
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
い
う
合
意
形

成
で
す
」

そ
の
後
も
小
幡
氏
は
社
員
に
向
か
っ
て
、

「
経
営
再
建
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
や
ら
な
け

れ
ば
ダ
メ
。
無
駄
な
時
間
や
お
金
を
か
け
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
と
生
産
の
効
率
を
上
げ

て
い
こ
う
」
と
語
り
か
け
、
経
営
に
対
す
る

求
心
力
の
強
化
に
努
め
た
。
そ
う
し
た
姿
勢

が
共
感
を
呼
ん
で
、「
今
で
は
社
員
が
自
分
か

ら
手
を
上
げ
て
く
れ
る
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
、

小
幡
氏
は
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

商
品
面
で
も
新
し
い
取
組
み
を
始
め
た
。

大
型
テ
レ
ビ
専
用
台
の
生
産
だ
。
大
型
液

晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
の
普
及
に
伴
っ
て
専

用
台
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
。
マ
ル
ニ
の

技
術
を
活
か
し
た
専
用
台
を
開
発
し
、
デ
オ

デ
オ
各
店
で
販
売
す
れ
ば
、
家
電
と
家
具
の

融
合
を
図
る
デ
オ
デ
オ
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
開

発
し
た
い
マ
ル
ニ
木
工
両
社
に
と
っ
て
一
挙

両
得
と
な
る
の
だ
。

開
始
し
た
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
売
上
げ

の
大
き
な
柱
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
に
向
け
て
着
実
に
布
石

を
打
ち
続
け
る
小
幡
氏
。「
や
り
た
い
こ
と
は

多
い
が
、
再
建
途
上
段
階
で
は
優
先
順
位
を

決
め
て
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
語
る
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
す
で
に

次
の
一
手
が
準
備
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て

今
年
5
月
24
日
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
あ
お
ぞ
ら
銀

行
は
、
マ
ル
ニ
木
工
に
対
す
る
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
（
注
4
）
を
実
行
し
た
。
こ
の
ロ
ー

ン
に
よ
っ
て
、
せ
と
み
ら
い
再
生
フ
ァ
ン
ド

が
保
有
す
る
債
権
を
全
額
一
括
返
済
。
マ
ル

ニ
木
工
は
、
せ
と
み
ら
い
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
よ

る
支
援
段
階
を
終
了
し
、
事
業
基
盤
の
一
層

の
維
持
・
発
展
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
再
生
支
援
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は

地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し

て
、
せ
と
み
ら
い
再
生
フ
ァ
ン
ド
ス
キ
ー
ム

の
構
築
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
と
と
も
に
、
同
フ

ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を
含
め
て
地
域
金
融
機
関

と
協
調
・
協
力
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
実
行
は
、
一
連
の
マ
ル
ニ
再
生

支
援
の
総
仕
上
げ
と
も
い
え
る
も
の
だ
。

こ
う
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
動
き
を
、
小
幡
氏
の
就

任
前
に
マ
ル
ニ
木
工
の
社
長
と
し
て
再
建
の

た
め
に
奔
走
し
て
い
た
山
中
武
氏
（
現
・
マ
ル

ニ
木
工
執
行
役
員
社
長
室
長
）
は
、
次
の
よ

う
に
評
価
す
る
。

「
当
社
の
取
引
金
融
機
関
の
中
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
下
位
行
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
が
ら
、
再
生
支

援
に
果
た
し
た
役
割
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
そ

れ
に
相
当
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
情

熱
を
持
っ
て
動
い
て
く
れ
た
銀
行
は
珍
し
く
、

こ
れ
で
ダ
メ
だ
っ
た
ら
本
望
と
思
え
る
ほ
ど

で
す
。
特
に
、
金
融
機
関
の
足
並
み
が
揃
わ

な
い
と
再
生
は
実
現
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
各
行
庫
と
粘
り
強
く
交
渉
を

続
け
た
結
果
、
あ
る
日
を
境
に
１
つ
に
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
動
か
な
か
っ
た

ら
、
結
束
出
来
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

再
生
フ
ァ
ン
ド
の
手
を
離
れ
、
地
元
企
業

1
0
0
％
出
資
の
企
業
と
な
っ
た
マ
ル
ニ
木

工
に
は
、
か
つ
て
の
全
盛
期
の
よ
う
に
、
地

域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
成
長
・
発
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

小幡 教氏
株式会社マルニ木工　代表取締役社長

新シリーズ「ル・ノーブル」などを中心

にショールームには多彩な家具が陳

列されている（写真上・中左）。製造工

場の内部（写真中右、下左）。最終仕

上げにはベテラン職人の技術が不可

欠だ（写真下・右）。

（注1）せとみらいキャピタル（株）
中堅・中小企業の再生に豊かなノウハ
ウと経験を持つ（株）ルネッサンスキャピ
タルグループが100％出資する事業者。

（注2）ネクストマルニ
マルニ木工が立ち上げたプロジェク
ト。世界で活躍するデザイナーとのコ
ラボレーションで「日本的ではない世
界に通用する日本発の椅子」作りを行
っている。参加するデザイナーの顔ぶ
れと、マルニの技術力による高いクオ
リティに世界からも大きな注目が集ま
っている。

（注3）エディオン
中国地方を基盤とする（株）デオデオ、中部
地方を基盤とする（株）エイデン、近畿地方
を基盤とする（株）ミドリ電化からなるエディ
オングループの持株会社。

（注4）EXITファイナンス
民事再生手続といった法的整理手続、私的
整理手続下等にある企業が、自社の債権者
が有している再生債権等を前倒しで一括弁
済するための資金を調達するための融資。
一括弁済によって、自立した経営が可能と
なることに加え、取引先からの信用力アップ
や銀行取引正常化なども期待できる。
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マ
ト
さ
ん
の
娘
が
生
ま
れ
て
30
日
経
っ
た

か
ら
だ
。
こ
の
日
に
娘
の
名
前
が
つ
け
ら

れ
る
。
一
族
の
兄
弟
姉
妹
が
子
供
や
孫
を

つ
れ
て
や
っ
て
き
た
。
談
笑
し
て
い
る
う

ち
に
、
皆
が
集
ま
り
、
白
い
紙
切
れ
が
配

ら
れ
た
。
そ
こ
に
各
自
が
命
名
し
た
い
名

前
を
書
く
の
だ
。
私
に
も
紙
が
配
ら
れ

「
お
前
も
名
前
を
書
け
」
と
言
う
。「
バ
ッ

ト
ザ
ヤ
（
運
命
）」
と
書
い
て
丸
め
て
渡
し

た
。
集
ま
っ
た
紙
の
中
か
ら
エ
ン
フ
ナ
ラ

が
一
つ
選
ん
だ
。
そ
れ
を
開
い
て
み
る
と
、

「
ハ
リ
オ
ナ
ー
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
ミ
ン

ク
の
よ
う
に
毛
皮
が
と
れ
て
、
森
に
い
て

数
が
少
な
い
動
物
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

こ
う
し
て
末
娘
の
名
前
は
決
ま
っ
た
。

ア
ビ
ル
マ
ト
さ
ん
は
朝
五
時
の
乳
絞
り

か
ら
寝
る
前
の
洗
濯
ま
で
休
み
な
く
働

く
。
遊
牧
民
た
ち
は
男
と
女
の
仕
事
の
分

業
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
出
産
後
お

よ
そ
一
カ
月
は
乳
絞
り
、
炊
事
、
洗
濯
な

ど
女
の
仕
事
を
男
が
す
る
。
子
供
に
名
前

が
つ
け
ら
れ
る
と
、
母
親
は
少
し
ず
つ
通

常
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
ア

ビ
ル
マ
ト
さ
ん
も
徐
々
に
楽
に
な
っ
て
い

き
そ
う
だ
。

アビルマトさんの次女の1ヶ月のお祝に集まった親戚たち 生後1ヶ月のアビルマトさんの次女

1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域

踏査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32回、

通算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年からは、

東アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経由で南米

最南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万キロを逆ル

ートでたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的地タンザニア

へ到着。著書「インカの末裔と暮らす」文英堂、「『原住民』

の知恵」光文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

探
検
家
・
医
師

関

野

吉

晴

ブ
リ
ヤ
ー
ト
は
バ
イ
カ
ル
湖
南
岸
と
モ

ン
ゴ
ル
の
北
部
に
住
ん
で
い
る
、
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
は
日
本
人
と
よ
く
似
た
民
族
だ
。

モ
ン
ゴ
ル
の
北
部
高
原
に
行
き
、
ブ
リ
ヤ

ー
ト
の
ア
ビ
ル
マ
ト
家
に
世
話
に
な
っ
た
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
入
り
口
が
東
向
き
に
な

っ
て
い
る
。
ナ
バ
ホ
の
ホ
ー
ガ
ン
の
よ
う

に
東
が
精
霊
の
宿
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら

と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
日
当
た
り
の
問

題
な
の
で
、
南
に
向
い
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
間
口
4.8
ｍ
奥
行
き
7.2
ｍ
と
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
は
な
い
。
遊
牧
を
生
業
と
し
て
い

る
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
と
同
じ
よ
う
に
年

四
回
移
動
す
る
。

家
族
は
夫
婦
と
五
人
の
子
供
だ
。
10
年

前
に
離
婚
し
て
い
て
、
ア
リ
ウ
ン
ボ
ル
ト

（
15
）
と
ア
リ
ウ
ン
ト
ゥ
グ
ス
（
10
）
の
二

人
の
男
の
子
は
前
妻
と
の
間
に
で
き
た
。

５
年
前
に
再
婚
し
、
長
女
の
エ
ン
フ
ナ
ラ

（
４
）、
三
男
の
ボ
ル
ド
エ
ル
デ
ネ
（
２
）、

そ
し
て
一
カ
月
前
に
ま
だ
名
前
の
付
い
て

い
な
い
女
の
子
が
生
ま
れ
た
。

４
歳
の
エ
ン
フ
ナ
ラ
は
か
わ
い
い
盛
り

だ
。
抱
き
つ
い
た
り
、
頬
っ
ぺ
た
を
つ
ね

っ
て
き
た
り
、
肩
に
乗
っ
て
き
た
り
と
、

Yoshiharu Sekino

Buryatia

Column

Buryatia

す
ぐ
に
遊
び
相
手
に
さ
れ
た
。
２
歳
の
弟

も
エ
ン
フ
ナ
ラ
が
一
緒
の
と
き
は
飛
び
か

か
っ
て
き
た
り
、
殴
り
か
か
っ
て
き
た
り

と
活
発
に
攻
撃
し
て
く
る
が
、
ま
だ
自
分

一
人
で
や
っ
て
く
る
勇
気
は
な
い
。

翌
日
、
ア
ビ
ル
マ
ト
さ
ん
の
お
父
さ
ん

の
家
を
訪
問
し
た
。
体
格
の
い
い
、
坊
主

頭
の
ソ
エ
ル
ト
さ
ん
が
私
た
ち
を
歓
迎
し

て
く
れ
た
。
奥
さ
ん
と
独
身
の
二
人
の
息

子
、
一
人
の
娘
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
。

ソ
エ
ル
ト
さ
ん
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
息
子

の
そ
れ
に
比
べ
て
大
型
だ
。
仕
切
り
が
あ

っ
て
奥
の
部
屋
は
家
族
全
員
の
寝
室
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
壁
に
日
本
相
撲
協
会
の

カ
レ
ン
ダ
ー
が
張
っ
て
あ
る
。
ソ
エ
ル
ト

さ
ん
は
若
い
頃
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
の
選
手
だ

っ
た
。
と
い
う
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
に
住
ん
で

い
る
男
で
競
馬
、
相
撲
を
し
な
い
男
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
朝
青
龍

ら
の
活
躍
は
彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
、

励
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
テ
レ
ビ
は

な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
放
送
で
は
大
相
撲
の

全
取
り
組
み
を
放
映
し
て
い
る
。

ア
ビ
ル
マ
ト
さ
ん
の
兄
弟
が
両
親
の
と

こ
ろ
に
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ビ
ル

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
　
　

先住民ブリヤードのアビルマトさんが遊牧する馬
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人
の
心
を
育
て
、
地
域
と
共
生
す
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
企
業
の
責
任
で
す

Mitsuboshi Belt *Norio Nishikawa Interview

創
業
以
来
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
三
ツ
星
ベ

ル
ト（
株
）。
そ
ん
な
”下
町
に
根
付
い
た
企
業
“

に
、
地
域
住
民
か
ら
震
災
復
興
へ
の
支
援
が
要

請
さ
れ
た
の
は
、
震
災
か
ら
4
年
後
だ
っ
た
。

当
社
は
92
年
に
真
野
地
区
に
神
戸
工
場
と

研
究
所
を
残
し
て
、
本
社
を
神
戸
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
地
区
に
移
し
た
の
で
す
が
、
95
年
1

月
の
震
災
で
は
、
真
野
地
区
で
発
生
し
た
火

災
に
当
社
社
員
約
60
人
が
自
衛
消
防
隊
と
し

て
出
動
。
地
域
で
唯
一
の
水
源
と
な
っ
た
工

場
の
井
戸
か
ら
取
水
し
、
住
民
と
協
力
し
て

延
焼
を
く
い
止
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

長
田
区
が
市
内
最
大
の
被
災
地
と
な
る
中

で
、
真
野
地
区
は
大
火
災
か
ら
免
れ
た
唯
一

の
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
直
後

は
、
被
災
者
約
4
0
0
人
の
避
難
所
と
し
て

体
育
館
を
約
4
ヵ
月
間
開
放
し
ま
し
た
。

99
年
に
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
か

DBJ
SPECIAL  

2

ら
、
本
社
を
再
び
真
野
地
区
に
戻
し
、
地
区

の
復
興
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
の
強
い
要

請
が
あ
り
、
2
0
0
0
年
11
月
に
創
業
の
地

で
あ
る
現
在
地
に
復
帰
し
ま
し
た
。

被
災
後
の
事
業
継
続
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
西
河
氏
は
、
震
災
か
ら
半
年
後
に

社
長
に
就
任
。
真
の
復
興
に
は
住
民
と
の
心
の

交
流
が
不
可
欠
と
の
考
え
に
立
っ
て
、
地
域
と

の
共
生
策
を
次
々
と
実
行
し
て
い
っ
た
。

創
業
の
地
に
戻
る
と
い
っ
て
も
本
社
機
能

を
移
す
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変

な
思
い
を
し
て
戻
る
わ
け
で
す
か
ら
、
会
社

も
徹
底
的
に
変
え
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
め
ざ

し
た
の
は
、
心
の
豊
か
さ
、
心
の
交
流
で
す
。

今
の
日
本
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子

メ
ー
ル
の
浸
透
、
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
者
が
増

え
て
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
や
会
話
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
も
っ
と
心
を

育
て
、
交
流
を
し
よ
う
。
そ
れ
を
会
社
だ
け

で
や
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
人
と
一
緒
に

や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
の

際
、
企
業
も
住
民
の
１
人
と
い
う
姿
勢
で
、

住
民
の
方
々
と
共
生
し
て
い
こ
う
。
特
に
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
懐
か
し
い
故
郷
と
な
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

震
災
当
時
の
話
で
す
が
、
避
難
所
に
な
っ

た
小
学
校
の
入
口
に
、
小
さ
な
箱
を
抱
え
て

一
日
中
座
っ
て
い
る
10
歳
位
の
女
の
子
が
い

ま
し
た
。
あ
と
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
小
箱
は
お
母
さ
ん
の
遺
骨
で
し
た
。
倒
壊

し
た
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
ま
ま
救
助
が
間

に
合
わ
ず
、「
お
母
さ
ん
は
天
国
へ
行
く
け

れ
ど
、
あ
な
た
は
幸
せ
に
な
っ
て
ね
…
…
」

と
言
い
残
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。
親
１
人
子

１
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
子
供
を

救
え
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
心
に
決
め
ま
し

た
。真

野
地
区
へ
復
帰
し
た
際
に
は
、
本
社
ビ

ル
に
隣
接
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
設
し
ま
し
た
。
下
町
で
お
客
さ
ん
が
来

て
も
食
事
出
来
る
店
が
な
い
と
い
う
声
が
あ

っ
た
か
ら
で
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
そ

の
後
は
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め
に
工
場

敷
地
の
一
部
を
安
く
譲
っ
た
り
、
高
齢
者
の

95
年
1
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
最
大
の
被
害
を
出
し
た
神
戸
市
長
田
区
。
そ
の
南
東
部
、
中
小
零
細
企
業
が
混
在

す
る
下
町
の
真
野
地
区
で
、
工
業
用
ゴ
ム
ベ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
共

生
を
め
ざ
す
企
業
が
あ
る
。
一
部
上
場
企
業
で
売
上
高
約
4
3
0
億
円
、
従
業
員
数
9
0
0
人
の
三
ツ
星
ベ
ル
ト
株
式
会

社
だ
。
そ
の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
企
業
も
市
民
の
一
員
と
い
う
企
業
市
民
の
思
想
だ
。
震
災
後
12
年
間
、
社
長
と
し
て

地
域
共
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
こ
の
6
月
か
ら
会
長
を
務
め
る
西
河
紀
男
氏
に
、
同
社
の
地
域
貢
献
活
動
や
今

後
の
製
造
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

三ツ星ベルト本社（写真左）。本社ビルに隣接する、誰でも利用可能なコミュニティレストラン（写

真中）。1959年に造られた神戸工場の広告塔（写真右）は、震災でも倒壊せず、地元住民の励

みになったという。

地域との共生をめざして
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そ
ん
な
思
い
か
ら
、
今
回
ま
た
ひ

と
つ
物
語
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
題
名
は
「H

e
llo
,C
E
O
.

」（
光

文
社
刊
）
ど
こ
ま
で
が
私
の
実
体
験

で
、
ど
こ
か
ら
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
、

想
像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
読
ん
で
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

作家。1951年生まれ。米国系金融機関で債券ディーラー
などを経て、95年作家に。タイムリーな経済トピックスを
テーマに骨太なストーリーを展開し、熾烈な企業闘争のな
かでも矜持を失わない人間たちを描いて、多くの企業人・
財界人から圧倒的な支持を得ている。著書は『日本国債』
『凛冽の宙』『日銀券』『周極星』『タックス・シェルター』など
多数。雑誌・新聞での執筆活動のほか、テレビのコメンテ
ーターやラジオのパーソナリティーとしても活躍。政府税
制調査会、財政制度等審議会ほかの委員も務める。最近
刊は『Hello,CEO.』（文藝春秋）。

い
ま
か
ら
十
五
年
あ
ま
り
も
前
に

な
る
だ
ろ
う
か
。

忘
れ
も
し
な
い
、
十
一
月
最
後
の

金
曜
日
の
夕
方
の
こ
と
だ
。
会
社
か

ら
、
い
つ
に
な
く
浮
か
な
い
顏
で
帰

宅
し
た
夫
が
、
低
い
声
で
ぼ
そ
っ
と

告
げ
た
の
で
あ
る
。

「
来
週
か
ら
会
社
に
行
か
な
い
こ
と

に
な
っ
た
…
…
」

一
瞬
、
私
に
は
な
ん
の
こ
と
か
判

断
が
つ
か
な
か
っ
た
。

「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

「
だ
か
ら
さ
、
う
ち
の
部
門
が
全
部
閉

鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
」

淡
々
と
、
詳
し
い
経
緯
を
説
明
し

て
く
れ
る
夫
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

私
は
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
思

い
だ
っ
た
。
米
国
系
大
手
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
カ
ー
ド
会
社
で
、
長
年
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
を
統
括
し
て
き
た

夫
は
、
一
年
ほ
ど
前
に
昇
進
し
、
通

販
部
門
の
ヘ
ッ
ド
と
し
て
着
任
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。

社
内
で
も
、
友
人
た
ち
も
、
そ
れ

を
大
い
に
祝
っ
て
く
れ
た
の
に
、
そ

の
異
動
が
仇
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

急
な
経
営
方
針
の
転
換
で
、
米
国

本
社
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の
現
地

法
人
の
通
販
部
門
を
す
べ
て
閉
鎖
す

る
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

大
規
模
な
早
期
退
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発
表
し
、
数
百
人
単
位
で
社
内
か
ら

退
職
者
を
募
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

企
業
内
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
な
ど
、
外
資
系
企
業
で
は
な
に
も

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
定
以
上

の
役
職
に
な
る
と
、
高
い
年
俸
を
得

る
の
と
ひ
き
か
え
に
、
こ
う
し
た
突

然
の
失
職
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
の

は
、
誰
も
が
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
夫
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

早
期
退
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募

者
は
、
私
の
予
想
に
反
し
て
、
驚
く

ほ
ど
早
く
定
員
に
達
し
た
ら
し
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
、
早
期
退

職
を
果
た
し
た
同
僚
た
ち
の
あ
い
だ

で
、「
ア
メ
ッ
ク
ス
」
を
辞
め
た
仲
間

の
集
ま
り
と
い
う
意
味
の
「
や
め
っ

く
す
通
信
」
な
る
も
の
が
創
刊
さ
れ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
こ

と
だ
っ
た
。

定
期
的
に
回
覧
さ
れ
て
く
る
そ
の

ミ
ニ
コ
ミ
紙
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、

私
は
驚
き
、
な
か
ば
あ
き
れ
、
大
い

に
感
心
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
企
業
の
リ
ス
ト

ラ
に
遭
い
、
人
生
の
中
間
点
で
突
然

安
定
収
入
の
道
を
失
っ
た
身
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
み
な
底
抜

け
に
陽
気
だ
っ
た
か
ら
だ
。

仲
間
た
ち
の
投
稿
で
な
り
た
っ
て

い
た
「
や
め
っ
く
す
通
信
」
は
、
飲

み
会
を
開
い
た
り
、
再
就
職
先
を
探

し
て
い
る
様
子
な
ど
、
近
況
報
告
を

し
た
り
す
る
の
が
目
的
の
も
の
だ
っ

た
の
だ
が
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す
た

め
の
、
あ
る
種
の
勉
強
会
の
よ
う
な

側
面
も
持
っ
て
い
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
当
時
の
日
本
に

は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
ま
だ
「
べ
っ

こ
う
あ
め
」
と
「
リ
ム
ネ
ッ
ト
」
の

二
社
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
時
代

だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
概
念
を
正
し
く
理
解
し

て
い
る
人
自
体
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
限

ら
れ
て
い
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
少
し
前
、
私
自
身
も

病
気
の
た
め
に
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い

た
米
国
系
証
券
会
社
を
辞
職
し
て
い

た
の
で
、
夫
と
私
、
そ
れ
か
ら
「
や

め
っ
く
す
仲
間
」
の
夫
の
後
輩
と
三

人
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
な
に
か
お

も
し
ろ
い
こ
と
を
始
め
よ
う
で
は
な

い
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

い
ま
で
こ
そ
一
般
的
に
な
っ
た

情
報
技
術
分
野
で
は
あ
る
が
、
手
探

り
で
進
む
道
の
先
に
、
は
た
し
て
ど

ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
が
開
け
て

い
る
の
か
、
期
待
と
挫
折
を
交
互
に

味
わ
い
な
が
ら
、
模
索
を
続
け
る
よ

う
な
毎
日
だ
っ
た
。

や
が
て
、
再
度
病
を
得
て
、
私
は

思
い
が
け
な
く
も
作
家
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
っ
た
が
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
当
時

を
思
い
出
し
て
、
胸
が
締
め
つ
け
ら

れ
、
冷
静
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。

作家 幸田真音
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―― Hello, CEO! ――

Column

リ
バ
ビ
リ
施
設
の
た
め
に
体
育
館
を
寄
付
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

本
社
復
帰
の
翌
年
、
社
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
任
意
団
体
「
三
ツ
星
ベ
ル
ト
ふ
れ
あ
い
協

議
会
」
を
結
成
。
こ
れ
を
主
体
と
し
て
、
地

域
住
民
と
共
に
手
づ
く
り
の
「
ふ
れ
あ
い
イ

ベ
ン
ト
」
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、「
住
民
と

企
業
の
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
続
け

て
き
た
。

地
域
貢
献
活
動
は
企
業
が
前
面
に
出
る
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
主
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
原
則
で
あ
る
と
考

え
、す
べ
て
手
づ
く
り
で
、毎
年
、た
な
ば
た

ま
つ
り
、
地
域
の
新
1
年
生
の
入
学
お
祝
い

会
、
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、た
な
ば
た
ま
つ
り
に
協
力
し

て
頂
い
た
京
都
府
綾
部
市
や
香
川
県
さ
ぬ
き

市
な
ど
他
の
地
域
と
の
交
流
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
神
戸
市
が
96
年
に
、
被
災
児
童
生

徒
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
始
め
た
「
ビ

オ
ト
ー
プ
（
野
生
動
物
の
生
物
空
間
）
計
画
」

の
推
進
に
、
自
社
製
品
の
防
水
シ
ー
ト
の
無

償
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
施
工
協
力

と
い
う
形
で
長
期
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
中
で
感
じ
る
生
活
の

匂
い
が
、
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
地
域
と
の
共

生
の
輪
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
他
者
を
想
う

心
を
育
て
る
こ
と
は
、
も
の
づ
く
り
に
と
っ
て

も
不
可
欠
と
西
河
氏
は
説
く
。
そ
し
て
、
心
を

育
て
る
こ
と
は
製
造
業
の
存
立
の
根
幹
に
つ
な

が
る
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
心
が
薄
ま
り
つ

つ
あ
る
日
本
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

私
た
ち
は
製
品
を
売
っ
て
お
金
を
得
る
の

で
は
な
く
、
お
客
さ
ま
に
安
心
し
て
使
っ
て

頂
け
る
よ
い
製
品
を
提
供
し
て
、
そ
の
対
価

と
し
て
お
金
を
頂
戴
す
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
よ
い
製
品
と
い
う
の
は
、
相
手
の
こ
と

を
思
う
心
が
な
け
れ
ば
作
れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
将
来

に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
日
本
と
い
う
国
は

中
小
企
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の

中
小
企
業
が
ど
ん
ど
ん
海
外
へ
出
て
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
匠
の
技
術
は
守
れ
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業
に
は
ド
ク
タ
ー
の

資
格
を
持
つ
従
業
員
が
い
て
、「
こ
れ
を
見

て
く
れ
」
と
自
分
の
作
っ
た
製
品
に
誇
り
を

持
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
職
人
気
質
が
日
本

で
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

技
術
に
は
数
字
で
表
せ
な
い
部
分
が
あ
っ

て
、
そ
れ
は
粛
々
と
積
み
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
し
、
そ
う
い
う
技

術
を
認
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
金

融
機
関
も
中
小
企
業
の
社
長
を
見
て
、
そ
の

人
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
基
礎

的
な
技
術
を
粛
々
と
蓄
積
し
て
い
け
る
人
か

ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
技
術
は
育
ち
ま
せ
ん
。

大
企
業
、
行
政
、
金
融
機
関
が
技
術
を
育

て
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
、
日
本

か
ら
中
小
企
業
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
し
、
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
日
本
の

産
業
全
体
の
衰
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
製
造
業
が
な
か
っ
た
ら
サ
ー
ビ
ス
業

も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
に
は
、
中
小
企
業
を
個
別
に
見

る
の
で
は
な
く
、
地
域
や
業
種
単
位
で
見
て

育
成
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
金

融
機
関
だ
け
だ
と
難
し
い
の
で
、
地
域
の
上

場
企
業
を
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
や
る
方
が
い

い
。
融
資
す
る
代
わ
り
に
、
地
域
の
中
小
企

業
を
何
社
か
育
て
て
欲
し
い
と
言
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

企
業
の
モ
ラ
ル
、
社
会
的
責
任
意
識
が
問

わ
れ
る
中
で
、
西
河
氏
は
、「
企
業
は
人
」
と

い
う
普
遍
の
原
点
か
ら
21
世
紀
の
企
業
像
の

在
る
べ
き
姿
を
提
起
し
続
け
る
。

経
営
と
は
人
の
道
、
人
の
心
に
通
じ
る
も

の
で
す
。
心
が
豊
か
で
な
い
と
技
術
も
蓄
積

さ
れ
ず
、
い
い
モ
ノ
づ
く
り
も
出
来
ま
せ
ん
。

人
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
利
益
も
自
ず
と
出
て

く
る
の
で
す
。
人
の
心
が
豊
か
に
な
れ
ば
会

社
も
地
域
も
活
性
化
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で

人
を
育
て
、
地
域
と
共
生
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
企
業
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

三ツ星ベルトは、工業用のベルト

専業メーカーとして、1919年、神戸で

創業した。以来、「品質を作り、品質

を売る」という創業の精神を受け継

ぎ、業界のリーディングカンパニー

へと成長した。

「高機能、高精密、高品質な製品の

提供を通じて社会に貢献する」を経

営の基本方針に掲げる同社の製品

は、現在、洗濯機やパソコンプリン

タ、自動車のベルトを始め、工場や

オフィスの機械や機器の部品のほ

か、物流センター、空港などさまざま

な分野で使われている。品質保証面

では、世界でも特に厳しいとされる

ＩＳＯ／ＴＳ１６９４９の認証を内外の工

場で取得する一方、各種製品でのＩ

ＳＯ９００１の認証を取得。また、ＩＳＯ１

４００１は国内主力工場で取得すると

ともに、地球にやさしい製品の開発

にも取り組んでいる。

同社ではまた、「人を想い、地球を

想う」の基本理念の下、人と社会に

貢献する企業として地域との共生を

図り、特に子供たちにとってすばらし

い思い出が残るまちづくりをめざし

て、積極的な地域貢献活動を行って

いる。その活動は、社員個人のボラ

ンティアを基本としており、企業は裏

方としてバックアップしながら不足す

る費用を負担している。

こうした活動に対して、「地域活性

化貢献大賞（03年・国土交通大臣）」、

「渋沢栄一賞（04年・埼玉県）」、「神

戸新聞平和賞（04年・神戸新聞社）」

など、さまざまな組織、団体からの感

謝状や表彰の実績がある。
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「
皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
日
、
当
行
の
民
営
化
法
が
成
立
致

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
様
々

な
こ
と
が
あ
り
、
何
か
と
皆
さ
ん
に

心
配
を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

わ
が
銀
行
が
ど
の
よ
う
な
金
融
機
関

を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
か

ら
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
国
会
で
も
、「
小
さ
く
て
も

ピ
リ
ッ
と
し
た
存
在
感
の
あ
る
金
融

機
関
」
に
な
る
、
そ
う
い
う
決
意
を

表
明
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
行

の
民
営
化
は
、
他
の
民
営
化
と
は
全

く
異
な
る
も
の
だ
と
も
強
調
し
て
き

ま
し
た
。
株
式
会
社
化
し
、
経
営
を

効
率
化
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
当
行
は
同
じ
レ
ー
ル
の
上
を
走

っ
て
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
り
立
た

な
い
。
や
は
り
、
他
の
金
融
機
関
と

は
違
う
、
自
ら
が
差
別
化
し
て
特
色

あ
る
金
融
機
関
に
な
っ
て
い
か
な
い

と
、
金
融
界
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
と
き
に
、
生
き
残
っ
て
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
達
と
さ
ん
ざ
ん
議
論
し
て

到
達
し
た
結
論
は
、
や
は
り
当
行
が

こ
れ
ま
で
50
年
間
培
っ
て
き
た
４
つ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ：

長
期
性
、
中
立
性
、
信

頼
性
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
、
こ

う
い
っ
た
我
々
の
志
（w

ill

）、
そ
れ

か
ら
審
査
能
力
や
新
金
融
手
法
を
駆

使
し
た
智
恵
（w

isd
om

）、
そ
れ
と

４
千
社
の
お
客
様
、
地
方
公
共
団
体
、

学
会
等
と
の
連
携
・
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
こ
れ
を
連
携
（w

ith

）
と
し
ま

し
た
が
、
こ
の
３
つ
の
Ｗ
が
重
要
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
３
つ

の
Ｗ
を
駆
使
し
て
お
客
様
の
課
題
に

答
え
て
い
く
、
そ
う
い
う
基
本
的
コ

ン
セ
プ
ト
を
立
て
ま
し
た
。

こ
う
し
た
思
い
を
、「
金
融
力
で

未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
銀
行
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
に
込
め
ま
し
た
。
何
度

か
議
論
す
る
過
程
で
「
金
融
力
」
と

い
う
斬
新
な
言
葉
が
出
て
き
ま
し

た
。
私
は
直
感
的
に
こ
れ
だ
、
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
新
鮮
な

響
き
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
機

会
を
見
つ
け
て
お
客
様
に
こ
う
い
う

考
え
を
宣
伝
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

当
行
は
、
職
員
の
数
が
少
な
く
、

一
人
一
人
の
智
恵
と
知
識
で
機
動
的

に
運
営
で
き
る
小
回
り
の
き
く
金
融

機
関
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
経
済
価

値
の
創
造
だ
け
で
な
く
、
社
会
価
値

も
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
「
金
融
力
で
未

来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
銀
行
」
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
金
融
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

経
験
を
積
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ま
ず
は
お
客
様
の
抱
え
て
い
る

金融力で
未来をデザインする銀行に
――株式会社日本政策投資銀行法の成立を機に、総裁からのメッセージ――

平成19年6月7日（木）の早朝、前日の株式会社日本政策投資銀行法の成立を機に、
小村総裁より全職員に向けて、メッセージが伝えられました。
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ロ
バ
ー
ト
・
Ｃ
・
マ
ー
ト
ン
氏
が
来
行
し
、
講
演

R o b e r t  C .  M e r t o n

平
成
19
年
7
月
2
日
（
月
）、
ノ

ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
ロ

バ
ー
ト
・
Ｃ
・
マ
ー
ト
ン
氏
が
D
B
J

に
来
行
さ
れ
、
職
員
に
向
け
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

マ
ー
ト
ン
氏
は
、
M
I
T
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
同
僚
の
マ

イ
ロ
ン
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
氏
と
と
も
に
、

彼
が
ブ
ラ
ッ
ク
氏
と
進
め
て
い
た
オ

プ
シ
ョ
ン
価
格
式
（
通
称
ブ
ラ
ッ

ク
＝
シ
ョ
ー
ル
ズ
式
）
の
定
式
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
1
9
9
7

年
の
ノ
ー
ベ
ル
記
念
経
済
学
賞
を
シ

ョ
ー
ル
ズ
氏
と
共
同
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
融
工
学
を
実
務
に
適

用
す
る
手
法
も
高
く
評
価
さ
れ
、
現

在
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
教
授
を
務
め
、
金
融
経

済
学
の
理
論
的
発
展
を
牽
引
し
て

い
ま
す
。
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
社

で
あ
る
I
F
L
（
現
ト
リ
ン
サ
ム
・

グ
ル
ー
プ
）
の
共
同
創
設
者
で
、
現

在
同
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
フ
・
サ
イ
エ

ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
も
つ
と
め
て
い

ま
す
。

マ
ー
ト
ン
氏
の
講
演
は
、
卓
越
し

た
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
、
年
金
、
社

会
保
障
制
度
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
デ

ザ
イ
ン
等
、
現
在
の
社
会
の
抱
え
る

課
題
に
対
し
、
金
融
機
関
が
果
た
し

う
る
役
割
に
つ
き
、
示
唆
に
富
ん
だ

内
容
で
、
D
B
J
職
員
に
は
多
大
な

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

D
B
J
で
は
、
よ
り
一
層
日
本
経

済
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
金
融
を
始
め
と
し
た
様
々
な
フ

ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
識
者
の
方
々
と

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

課
題
を
的
確
に
つ
か
み
取
り
、
ど
う

い
う
提
案
を
し
、
価
値
を
生
み
出
し

て
い
く
か
、
と
い
う
極
め
て
基
本
的

な
活
動
が
重
視
さ
れ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
基
礎
的
な
活
動

を
通
じ
て
、
お
客
様
の
課
題
と
当
行

の
智
恵
が
結
び
つ
き
、
そ
の
結
果
と

し
て
投
資
で
あ
っ
た
り
、
融
資
や
そ

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
企
業
再
編
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
具
体
的
な
成
果
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の

課
題
を
大
事
に
す
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
民
営
化
は
色
々
な
可
能

性
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
胸
を
張
っ

て
、
新
し
い
時
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
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